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ＪＲ各社は５日、年末年始（１２月２８日～１月

４日）の利用状況を発表した。新型コロナウイル

ス対策の行動制限がなくなって初めての年末年始

を迎え、回復基調が鮮明になった。 

ＪＲ６社の新幹線と特急の利用者は、前年比８％

増の約９８６万９０００人で、コロナ禍前の９

４％まで回復した。東海道新幹線は前年比８％増

の約３１７万８０００人、山陽新幹線は同９％増

の約１４５万人、東北新幹線は同１１％増の約１

４８万４０００人、上越新幹線は同４％増の約９

９万４０００人だった。 

 

 

 

 

 

全国の交通事故死者数が８年ぶり増加、昨年２６７８人…コロナの行動制限なくなった影

響か 

警察庁は４日、昨年の全国

の交通事故死者数が前年比

６８人増の２６７８人だっ

たと発表した。死者数が前

年を上回るのは２０１５年

以来８年ぶりで、新型コロ

ナウイルスの行動制限がな

くなった影響とみて分析を

進める。 

警察庁によると、昨年の交

通事故（速報値）は３０万

７９１１件で、前年より７

０７２件増加した。負傷者も８４２６人増え、３６万５０２７人だった。 

昨年の死者数を都道府県別でみると、大阪が２年連続ワースト１位の１４８人（前年比７

人増）で、続いて愛知１４５人（同８人増）、東京１３６人（同４人増）の順だった。最少

は佐賀で１３人（同１０人減）だった。 

 死者の５４・７％にあたる１４６５人（速報値）は６５歳以上の高齢者だった。高齢者

の死者数は、記録の残る１９６６年以降で最も少なかった。 

 交通事故死者数は７０年に過去最多の１万６７６５人を記録したが、車の性能向上など

で減少傾向が続いており、昨年の死者数は過去３番目に少なかった。 


